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以下の１～４の「すべて」に該当する者

１　2018年3月に高等学校または中等教育学校後期課程を卒業した者、または2019年3月に卒業見込の者。

２　2018年3月に卒業した者は、高等学校または中等教育学校後期課程卒業時における全体の評定平均値が4.0
以上の者、2019年3月に卒業見込の者は、1年1学期または前期から、3年（4年制定時制は4年）1学期ま
たは前期までの全体の評定平均値が4.0以上の者。

３　2018年3月に卒業した者は、高等学校または中等教育学校後期課程卒業時における調査書記載の欠席日数
が45日（4年制定時制は60日）以内の者、2019年3月に卒業見込の者は、1年1学期または前期から、3年
（4年制定時制は4年）1学期または前期までの調査書記載の欠席日数が45日（4年制定時制は60日）以内の者。

４　高等学校または中等教育学校後期課程在籍期間の活動において、次の一つ以上に該当する者。ただし資格に
関してのみ、高等学校または中等教育学校後期課程在籍期間以前に取得したものによる出願も受け付ける。
■学芸系もしくはスポーツ系クラブに所属し、都道府県以上の大会・コンクール・展覧会等において優秀な
成績を収めた者。
■生徒会活動において、めざましい活躍をした者。
■資格（語学検定や、財務・会計資格など）を有する者。
■その他、学校外での諸活動（クラブ活動・ボランティア活動等）において、めざましい活躍をした者。
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7月  下旬 入試要項公開（予定）
学部ホームページ（左ページ下）で入試要項の公開を予定しています。
出願書類の作成、活動記録の裏付けとなる資料の収集等には時間が
かかるので、余裕を持って早めに入手してください。

9月28日（金）
 ～

10月5日（金）
出 願（郵送による受付）

入試要項にしたがって出願書類を作成し、郵送で提出します。
第一次選考（書類選考）の検定料は10,000円（第二次選考の検定料は
25,000円）です。以下の諸点を考慮のうえ、選考します。
●成績評価  ●活動記録（大会記録･生徒会活動･学校外での諸活動･資格など）
●出席状況  ●その他

11月9日（金） 第一次選考合格者発表 郵送および入学センターホームページ（下記）で発表します。

11月18日（日） 第二次選考（試験選考） 早稲田キャンパス14号館（予定）で行います。

12月14日（金） 第二次選考合格者発表 郵送および入学センターホームページ（下記）で発表します。

12月17日（月）～
12月25日（火） 入学手続（一次） 登録料（入学金相当額）および学費等を振り込むことで完了します。

※3月中旬に二次手続があります。

▶ 早稲田大学 入学センター　ホームページ　https://www.waseda.jp/inst/admission/▶ 早稲田大学 社会科学部　ホームページ　https://www.waseda.jp/fsss/sss/

小論文  ＋   面 接

出身学校（長）からの推薦書を必要とせず、高等学校または中等教育
学校後期課程在学中のさまざまな活動歴をもとに、受験生の皆さん
が「自分自身を社会科学部に推薦する」入試制度です。

全国で初めて（1989年）、社会科学部が、受験生の“個性”を評価す
るために創設しました。それとともに、その名のとおり“地域性”を
重視し、できる限り、各都道府県から１名以上の合格者を出すこと
を目標にしています。

“個性”と“地域性”を二本柱とする「全国自己推薦入学試験」へ、積極
的にチャレンジしてください。

早稲田大学社会科学部 概要 教員数：202名（非常勤含む）
学生数：男性 2,039名  女性 859名　うち留学生 142名

社会科学部は1966年、社会科学を総合的・学際的に学ぶことのできる新
構想の学部として創設されました。以来培ってきた「学際性」の伝統を活
かし、さらなる発展を目指すべく、専門性と総合性とを兼ね備えた、他に
例を見ない新しいカリキュラムを用意しています。

全国自己推薦
入学試験とは
全国自己推薦
入学試験とは

個人の優れた資質と活動実績のある者を幅広く日本国内および世界より求めています。

自己内で対話する力、忍耐力、道徳、他者との共感的理解、
多様性や新しい考えに開かれた態度、自立的活動力豊かな人間性

広く深い社会への知的な関心・想像力・探究心、論理的思考力、
それらを支える確かな言語・数量・情報の知識と技能確かな学力

課外活動の経験による自己管理、自己修正、チームワーク、
困難な課題に立ち向かう勇気、やり遂げる力実　践　力

高校ではどのような活動をしていましたか？
　高校では箏曲部に所属し、毎日、朝や放課後は箏の
練習に励んでいました。部活動の経験を通じ、箏を演
奏するうえで重要な日本古来の礼儀作法や、演奏す
る仲間たちと協力してチームワークを高める重要性
を学びました。高校３年生のときに全国大会で優勝
し、憧れの国立劇場で演奏した経験は、今でも大きな
自信になっています。また、箏曲部とドイツの青少年
楽団による合奏を行う国際交流イベントにも参加し
ました。言葉も楽譜も異なるなかで一つの曲を作り
上げていく過程に深く感動を覚え、多様な文化に興
味を持つようになりました。全力で部活動に打ち込
んだ３年間は、今でもかけがえのない経験です。

早稲田大学社会科学部を志望し、
「全国自己推薦入学試験」で受験しようと
考えたのはなぜですか？

　部活動で直接触れてきた日本の文化や、最も関心
を持って学んできた数学や生物の知識を活かし、大
学では文系、理系を問わず多角的な視点で学びたい
と考えていました。そこで、社会問題に対して幅広い
分野からアプローチを試みる、社会科学部に興味を
持つようになりました。また、高校生活の三年間、継
続して打ち込んできた部活動の実績を活かし、全国
自己推薦入学試験にチャレンジできることも魅力的
でした。
　早稲田祭やオープンキャンパスに参加したことも
感銘を受けました。国籍や性別を問わない様々な学
生が、全力で取り組んだり、学んだりしている様子を
肌で感じて、受験に対する意識が高まりました。多様
性溢れるキャンパスで、深く学んでいきたいと思え
る経験でした。

実際に社会科学部に入学してみて、
どう感じていますか？
　社会科学部は、様々な学問分野を幅広く学べるこ
とはもちろん、専門分野をより深く学べることもで
きる学部です。もともと環境問題に興味があったの
ですが、社会科学部で学びを深めていくうちに商学
や経済学にも興味を持つようになりました。それら
の授業から得た知識から、改めて環境問題について
考えたとき、一方向からアプローチするだけでは解

決に至らないことに気付きました。複雑な社会問題
に対し、多様な観点からアプローチを試みて、解決策
を導き出せる学部だと感じています。また、社会科学
部の学生は個性豊かな人が多く、授業での学生によ
るプレゼンテーションはもちろん、普段の友人との
会話からでも、様々な刺激を受け、日々の成長に繋
がっています。

現在、力を入れて取り組んでいることは
何ですか？
　多様な文化に触れていくことに興味を持ち、留学
も視野に入れ、語学力の向上に取り組んでいます。所
属している国際交流のサークルでは、留学生のサ
ポートや交流をしていくなかで、多様な国の文化や

言語を学んでいます。また、アルバイトでは百貨店で
接客業をしています。各国から訪れた幅広い年齢層
の人たちと英語で会話をしたり、コミュニケーショ
ンを取ったりしています。非英語圏の方々とも、ジェ
スチャーなどで意思疎通を図ることはとても楽し
く、充実した日々を過ごしています。

将来の目標は？
　近年注目されているドイツの企業に関心を持って
います。高校時代に部活動を通して経験した、ドイツ
の青少年楽団との交流をきっかけにドイツに興味を
持つようになりました。現在は英語に加えて、ドイツ
語も学んでいます。将来は、ドイツはもちろん、それ
以外でも海外に拠点を置いた活動に興味があるた
め、グローバルな視野を獲得するとともに、高校時代
より培ってきた日本の伝統文化をより深く理解して
いきたいと考えています。幅広い視野を持ち、何事に
も常に向上心をもって取り組み、社会科学部で学ん
だことを活かして、世界で活躍していきたいです。

これからの受験生へ向けて、一言お願いします。
　高校生活のなかで自分が夢中になって取り組んで
きたことは、それがどのような分野であれ大きな自
信に繋がります。自分で限界を決めることなく、今で
きることに全力で取り組んでください。社会科学部
の全国自己推薦入試は、全国各地から多くの個性溢
れる高校生が集まってきます。そのようななかで、い
かに自分の個性を表現できるかが重要です。そのた
めにも、周りの意見に流されず、強い意志をもって積
極的に興味のあること、関心のあることに打ち込ん
でいってください。

2017年度入学  松本｠萌音さん
Matsumoto Mone

星野高等学校｠卒業
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